
日本冷凍空調工業会のガイドラインについて 
 
 
（社）日本冷凍空調工業会では、「冷凍空調機器の冷媒漏洩防止ガイドライン

（JRAGL-14:2016）」や「冷凍空調機器の冷媒回収に係る回収口形状と表示ガイドライン

（JRAGL-08:2015）」を定めている。 

 
 
冷凍空調機器の冷媒漏えい防止ガイドライン（JRA GL-14:2016）（抜粋） 
このガイドラインは、日本国内で販売されるフロン類を使用した冷凍空調機器（日本国外

で生産されたものも含む）（車載用は除く）からの冷媒漏えいによる地球温暖化防止を主眼

とした、設計、製造、設置、施工、整備、使用、施設、廃棄時の要求事項を定めるものであ

る。また、機器付属の据付説明書などへの展開及び現地での施工者の作業の基本となる指針

を示す。 

 
【製造時に考慮すべき事項の具体例】 
・接続箇所の最少化 
・配管の疲労強度の確保 
・運転中の配管振動による接触の防止 
・配管に疲労強度を上回る部品の荷重がかからないような設計的配慮 
・腐食しにくい材質や部品の選定 
・廃棄時の冷媒回収を確実にするためのチャージポートの設置 
・凍結するおそれのある配管継手からの漏えい防止 
（保温、すき間への水分浸入防止、水抜き等） 

 ・冷媒量及び現地接続箇所の多い機器の自動漏えい検知装置の導入促進 

 
 
冷凍空調機器の冷媒回収に係る回収口形状と表示ガイドライン（JRA GL-08:2015）（抜粋） 
地球環境保護の観点から日本国内で販売される冷凍空調機器について、冷媒回収に係る回

収口形状および表示ならびに冷媒充てん量の二酸化炭素換算値に係る表示に関する最小限

の要求事項を示した指針。主な内容は、設置時漏えい防止および冷媒回収のために具備すべ

き要件、冷媒回収口のねじ仕様、機器本体への表示に関する事項、マニュアルなどへの記載

事項。 

 
【製造時に考慮すべき事項の具体例】 
・冷媒回収口のねじ仕様（裏面） 
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